
第27期大磯町農業委員会の農業委員候補者　推薦及び応募状況（最終公表）

役職等 年月日 営農状況 営農類型 耕作面積(a) 名称 代表者 構成員 氏名 職業 性別

農業委員
令和３年８月25日～
令和６年８月24日

13年 自作地 

生産組合長
平成30年３月１日～
平成31年２月28日

町内営農実
績　有 198

総代
平成30年６月１日～
令和３年５月31日

現在、町内で
営農している 借地

0

農業委員
平成24年8月25日～
平成27年8月24日

20年 自作地 

町内営農実
績　有

53

現在、町内で
営農している

借地

0
日本通運㈱
横浜支店部長

2000年１月１日～
2001年３月31日

０年 自作地 

日通商事㈱
取締役

2004年６月１日～
2008年６月１日

町内営農実
績　無 0

現在、町内で
営農していな

い
借地

0

遺跡の発掘
平成26年４月１日～
令和５年11月30日

０年 自作地 

町内営農実
績　無

0

現在、町内で
営農していな

い
借地

0

キャノン㈱
1990年４月１日～
2023年12月31日

０年 自作地 131名

行政書士 2022年10月１日～
町内営農実

績　無
0

㈱ANDKENT
代表取締役

2024年２月13日～
現在、町内で
営農していな

い
借地

労働保険審査会
(厚生労働省参与)

2024年２月26日～
2025年３月31日

0

非該当 無
神奈川県

行政書士会
平塚支部

金子　智明

【推薦の理由】
同氏はキャノン㈱を経て、現在、行政書士事務所代表及び㈱ANDKENT代表取締役を務め、
広範な知識と経験を有しています。平塚支部幹事役員として大磯町を担当し、大磯町と平塚
支部との間で昨年締結した災害時支援協定及び空家等対策事業連携協力協定の調整に尽
力しました。大磯町農業委員会においても、客観的かつ公正な視点での諸施策への具申な
どを通じその機能向上に寄与できると考えており、同氏を農業委員として推薦します。

【応募の理由】
大磯町の農地が保存してほしいと考えています。転用などで大磯町のけしきがかわってほし
くないです。難しい問題が多々あると思いますが、少しでもお手伝い出来ればと考えていま
す。自分には農業の経験はありませんが、母の実家が農家ですので、ある程度の理解はあ
ると思います。今、”大磯モデル”（これからの大磯のカタチ）を考えて、町長や町議と接触して
います。大磯モデルの中での大磯町の農業を考えたいと思っています。

【遊休農地の発生防止、農業の担い手対策等についての考え】
緑地化する事で災害の時などに役立つと思います。隣の平塚市は林などを全部切ってしまっ
たので災害にあっています。緑地化などで税が軽減されるような施策を町などにお願いした
らいいのではないかと思います。

非該当 無

59
行政書士
会社経営者

無職 ー4 ○ 瀬尾　宏行 男 65

ー5 ○ 土肥　克匡 男

【応募の理由】
農業関係での業務は、サラリーマン時代、政府米の保管について永らく担ってまいりました
が、農業に直接従事した経験はありません。最近の米を始めとする多くの野菜高騰の状況を
目の当りにし、又、過日農林業センサスの調査員として、農業に携わる方々との出会いのな
か、農業に関し興味を持ちました事から応募いたしました。農業経験のない私ですが、素人と
しての考え方を提案できればと思っております。

【遊休農地の発生防止、農業の担い手対策等についての考え】
高齢化が進むなか、農業に従事している方々の多くが退職を余儀なくされている昨今、遊休
農地も必然的に増加しております。しかし、専業農家はむづかしいものの小規模な野菜栽培
に興味を持っている人は多いと思いますので、遊休地を大幅に貸し出すことは可能ではない
でしょうか。例えば現在町が貸し出している面積は、20㎡を基準としていますが、これを40㎡
に繰り上げ多種の野菜が栽培出来れば楽しみが増えるのでは？

【推薦の理由】
元農業委員であり、農業の知識と経験もあり、地域農家の代表として相応しい。

非該当 無
生沢東

生産組合
福島　啓

非該当 無ー

農業
水稲

露地野菜
果実

2 〇 加藤　敏行 男 78

四十井　功 男 78 無職

№

区分

3 ○

1 〇 竹内　欣也 男 69 農業
露地野菜

果実
非該当

応募者及び被推薦者 推薦者

推薦及び応募の理由
応募 推薦 氏名 性別 年齢

無
生沢西

生産組合
竹内　浩

【推薦の理由】
元農業委員であり、農業の知識と経験もあり、地域農家の代表として相応しい。

個人（代表者）法人・団体（名称・代表・構成員数）
職業
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推進委員
への推進


